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The Arifuku Bay located in the middle part of Gotoh Islands in Nagasaki Prefecture has been enclosed by two dikes for 
the roadway since 1975. In recent years, the red tide often occurs in this bay. Municipality has a plan to promote the 
seawater exchange by tidal flume in this bay as countermeasure against the red tide. This study deals with the field 
observations on both tidal currents and water quality, and the numerical simulations for prediction of flow change and 
calmness to accompany the construction of a new tidal flume gone through the southwestern dike 
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月，2004 年 5 月，2005 年 3 月および 2005 年 8 月に以下








ADCP（RD Instruments WorkhorseADCP 600kHz）曳航観
測：図-1 に示す A，D 測線において ADCP を使用して 1.5
時間間隔で各 8 回観測を行った。Ⅳ．流速観測：漁生浦
瀬戸（g 地点）において 1 時間毎に橋上から流速計を垂
下し流速分布から流量を計測した。Ⅴ．流向流速観測
（2003.8/26－9/8 のみ）：図-1 中の e 地点（海底から
30m），f 地点（海底から 40ｍ），g 地点（海底から 0.5
ｍ）にアンデラー流向流速計（ユニオン，RU-2）を設置
























塩分濃度と水温の鉛直分布を図-3 に示す。図-3 より、 
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 (4) 流量観測結果 
漁生浦瀬戸（図-1 g 地点）における断面流量の時間
変化を図-6 に示す。図-6 より、漁生浦瀬戸では下げ潮
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ここで，t：時間，u , v ,w：流速の x（東向き），y
（北向き），z（上向き）方向成分（図-8）， p：圧力，
f ：コリオリ係数， vh AA , ：水平，鉛直方向の渦動粘
性係数，
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ラム数 2562，セル数 7867)．｢潮通し｣を置く場合は開







vh AA , は，岩
佐らの研究 2）を参考にしてそれぞれ全域一定値 2.0，
0.001m2/s と設定した．底面摩擦は次式で与えた． 
( ) 2202 ,),( bbbbbbybx vuvu += ργττ        
（5） 









は幅可変，長さ 20m，厚さ可変の 1 個のセルを配置し



















































τ   （7） 
ここで， == Rh 2m とし，上記の諸量を用いると，
2









時刻 itt = に ( )( )iii yxX ,= に位置する水粒子
が，時刻 ttt i ∆+= に ( )( )11 , +++ = iiii yxX へ移
動したとする． ( )tX i , における場の流速を
( )tXU ii , とすると 1 計算ステップの移流による水粒
子の移動距離は次式により求まる． 
( ) ttXUXX iiii ∆⋅+=+ ,1          （8） 
ここで， ( )tXU ii , は，その粒子の存在するセルの










( ) ( )yxiiii ttXUXX ηη ,,1 γ∆+∆⋅+=+   （9） 
ここで
xη および yη は， ( )0,0 σN の正規乱数（平均値
0，標準偏差
0σ のガウス分布乱数）で， 0σ は平均の
乱れ速度に相当する．対象海域の乱れ強さは明らかでは
な い た め ， 最 大 流 速 の 約 1/100 程 度 の 値 
=0σ 0.0001 として計算した．流動シミュレーショ




























は 50m3/s となった． 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































-0.012 0 0.012 
図-12 潮流楕円（ ｢潮通し｣有、 ｢潮通し｣無） 
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に約 20ｍほど北へ移動するだけである． 
一方，水路幅 10ｍ，水深 2ｍの｢潮通し｣を設置した
























































































































































































































































































































































































































(12)                     
ここで、 yx, は平面座標，ηは水位， P は x方向線流







Δx＝Δy＝5m とし、潮通しの幅は 10m とした。南西堤

























































（左：96 時間後、右：110 時間後） 
 


































































































































猶木 昌史・古賀 恵美子・古本 勝弘・夛田 彰秀 57
